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1 N o r i t a k e  C o . ,  L i m i t e d1

代表取締役社長

当第2四半期の連結業績のご報告

当第2四半期は、政府の金融政策や財政政策などの実
施により、円高の緩和や国内景気の回復の兆しが見え始
めてはおりますが、製造業の設備投資は依然としてリー
マンショック前の水準には至っておりません。また、海
外においては米国が緩やかな景気回復基調であるものの、
欧州は低成長が長期化しており、これら先進国経済の影
響が中国をはじめとする新興国の経済へ減速感をもたら
しました。
こうした経済情勢の下、新商品の開発、及び海外生産
拠点の構築と海外市場の開拓に取り組んでまいりました
が、当期業績への貢献は限定的に留まりました。
この結果、当第２四半期の連結売上高は419億25百万
円（前年同期比11.5％減少）、連結営業損失は4億80百万

円、連結四半期純利益は2億21百万円となりました。
このような状況から、今後の業績見通しや財務状況を
総合的に勘案した結果、中間配当を当初予定の1株当たり
4円から3円とすることを取締役会で決議いたしました。
株主の皆様には誠に申し訳なく存じますが、なにとぞご
理解くださいますようお願い申し上げます。
また、効率的な生産体制の構築を目的として、老朽化

した本社工場の三好事業所への移転を進めてまいりまし
たが、来年3月末に完了する予定です。移転後の本社工場
跡地の活用については開発事業者を選定し、ノリタケの
森と一体になった潤いと賑わいのある街づくりを目指し
てまいります。

株主の皆様へ

株主の皆様には、平素より当社をご支援いただき

まして、心より厚くお礼申し上げます。

ここにノリタケグループの平成25年度第2四半期

（平成25年4月1日から平成25年9月30日まで）の経営

成績と今後の取り組みについてご報告申し上げます。

平成25年12月

トップメッセージ
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売 上 高 89,000 百万円

営 業 利 益 400 百万円

経 常 利 益 1,300 百万円

当 期 純 利 益 800 百万円

第133期（平成26年3月期）業績見通し

連結売上高　　　　　（単位：百万円）
■ 第2四半期　 ■ 通期

連結経常利益　　　　（単位：百万円）
■ 第2四半期　 ■ 通期

連結当期純利益　　　（単位：百万円）
■ 第2四半期　 ■ 通期

105,378 89,000
（通期予想）

102,151

平成23年
3月期

平成24年
3月期

平成26年
3月期

51,61351,613 47,369 41,92553,014 47,369 41,925

90,235

平成25年
3月期

47,36953,014

平成23年
3月期

平成24年
3月期

平成25年
3月期

平成26年
3月期

4,845

1,300
（通期予想）

2,692

1,1441,9701,970
1,1921,192

2,2072,207

4444
平成23年
3月期

平成24年
3月期

平成25年
3月期

平成26年
3月期

921

1,858 800
（通期予想）

4,467
4,5594,559

221221

1,644
2,3362,336

921

今後の展望と課題

当社は、本年を初年度とする第9次中期経営計画を策
定し、3つの基本戦略を掲げております。

1 　価格競争力のある新技術・新商品を開発し、
　  市場競争力を高めて売上拡大を図る。
2 　海外生産拠点の整備を進め、海外市場の開拓と
　  採算性の向上を図る。
3 　効果的で効率的な経営体制及びインフラの
　  整備を推進する。

これらの基本戦略をより迅速に、より効果的に実現す
ることで業績の向上を図ってまいります。
また、昨年竣工したタイ工場にCBN生産ラインが加わ
り、本年10月には新たに中国で砥石の製造工場が竣工

し、現地生産体制が整いつつあります。これら海外生産
拠点を有効に活用し海外市場の開拓を進めてまいります。
株主の皆様におかれましては、こうした当社の取り組
みについてご理解をいただき、今後とも一層のご支援を
賜りますようお願い申し上げます。
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事業別の概況（連結・当第2四半期）

工業機材事業

概況と業績

　国内市場では、主要顧客で
ある鉄鋼・ベアリング業界に
回復の兆しが見え始めたもの
の、昨年下期から続く自動車
減産や電子半導体業界の回復
の遅れの影響を受け、売上げ
は減少しました。海外市場で
は、米州において自動車生産が回復基調にあり、中
国・東南アジアにおいても、自動車・鉄鋼生産が拡
大したことに加え、円安の影響を受け、売上げは増
加しました。
　その結果、工業機材事業の売上高は、178億14百
万円（前年同期比2.9％減少）、営業利益は1億56百
万円（前年同期比40.4%減少）となりました。

売上高構成比率

42.6％ 33.5％

10.7％13.2％

0 10,000 20,000 30,000 40,000

平成24年3月期

平成25年3月期

平成26年3月期
37,000
（予想）17,814

35,44018,341

37,18918,686

（単位：百万円）第2四半期 通期

売上高

178億14百万円

前年同期比2.9％

セラミック・マテリアル事業

概況と業績

　電子ペーストは太陽光発電用、セ
ラミック・コンデンサー用ともに出
荷量が減少したことに加え、銀価格
の下落も影響し、売上げは大きく減
少しました。セラミック製品は、コ
アや石膏は伸張しましたが、担体は
北米向けの売上げが減少し、自動車
向け厚膜回路基板は顧客の在庫調整の影響により売上げが減少
しました。モジュール製品に特化した蛍光表示管は、アジア・
国内向けの売上げが増加しました。共立マテリアル株式会社は、
セラミック原料が堅調に推移したものの、電子部材のセラミッ
ク・コンデンサー用原料が振るわず、売上げが減少しました。
　その結果、セラミック・マテリアル事業の売上高は、140億
58百万円（前年同期比14.8％減少）、営業利益は1億0百万円

（前年同期比79.9％減少）となりました。

売上高構成比率

0 10,000 20,000 30,000 40,000

平成24年3月期

平成25年3月期

平成26年3月期

（単位：百万円）

29,000
（予想）14,058

30,58216,503

35,48019,668

第2四半期 通期

売上高

140億58百万円

前年同期比14.8％

歯車研削用ビト砥石
“ギヤエース”

42.6％ 33.5％

10.7％13.2％

蛍光表示管応用システム（デジタルサイネージ）
“i-Catch Roll＋N”
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エンジニアリング事業

概況と業績

　主力の乾燥炉及び焼成炉は、
リチウムイオン電池電極材料
用の市況が回復せず、スマー
トフォン用フィルム・電子部
品向けにも注力いたしました
が、設備投資計画の延期や抑
制の影響を受け、売上げは大
きく減少しました。濾過装置は、国内、海外ともに
大型物件の先送りの影響を受け、また混合・攪拌装
置も低調に推移したため、いずれも売上げは減少し
ました。また、超硬丸鋸切断機は国内・海外ともに
市況が回復せず、売上げは減少しました。
　その結果、エンジニアリング事業の売上高は、55
億48百万円（前年同期比35.１％減少）、４億77百万
円の営業損失となりました。

売上高構成比率

42.6％ 33.5％

10.7％13.2％

（単位：百万円）第2四半期 通期

0 5,000 10,000 15,000 20,000

平成24年3月期

平成25年3月期

平成26年3月期 14,000
（予想）

5,548

15,9268,542

21,46610,778

売上高

55億48百万円

前年同期比35.1％

個別型高精度クーラント濾過装置

食器事業

概況と業績

　国内市場では、依然として
百貨店向けは厳しい状況が続
いているものの、ホテル・レ
ストラン向けは緩やかに回復
の兆しが見え、また、昨秋開
店いたしましたノリタケ銀座
店も拡販に寄与したことから、
売上げは微増となりました。
　海外市場では、米国は堅調に推移し、アジアのエ
アライン向けが伸張し、加えて円安の影響もあり、
売上げは増加しました。
　その結果、食器事業の売上高は、45億4百万円（前
年同期比13.2%増加）､2億59百万円の営業損失とな
りました。

売上高構成比率

42.6％ 33.5％

10.7％13.2％

0 2,500 5,000 7,500 10,000

平成24年3月期

平成25年3月期

平成26年3月期 9,000
（予想）

4,504

8,2863,980

8,0153,881

（単位：百万円）第2四半期 通期

売上高

45億4百万円

前年同期比13.2％

ノリタケボーンチャイナ
“ 和花アソートコレクション ”
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連結財務諸表

第2四半期連結貸借対照表（要約） 第2四半期連結損益計算書（要約）

科　目
第133期

〔第2四半期〕
平成25年9月30日現在

第132期
〔前期〕

平成25年3月31日現在

資 産 の 部

流 動 資 産 49,581 53,104

固 定 資 産 67,915 61,314

有 形 固 定 資 産 36,053 33,940

無 形 固 定 資 産 457 480

投 資 そ の 他 の 資 産 31,404 26,893

資 産 合 計 117,497 114,418

負 債 の 部

流 動 負 債 27,431 27,491

固 定 負 債 19,308 20,347

負 債 合 計 46,740 47,839

純 資 産 の 部

株 主 資 本 65,732 66,279

資 本 金 15,632 15,632

資 本 剰 余 金 18,832 18,832

利 益 剰 余 金 33,667 34,210

自 己 株 式 △2,400 △2,396

その他の包括利益累計額 4,412 △272

その他有価証券評価差額金 8,121 4,736

為 替 換 算 調 整 勘 定 △3,708 △5,009

少 数 株 主 持 分 611 572

純 資 産 合 計 70,756 66,579

負 債 純 資 産 合 計 117,497 114,418

科　目
第133期

〔第2四半期〕
平成25年4月 1 日から
平成25年9月30日まで

第132期
〔第2四半期〕

平成24年4月 1 日から
平成24年9月30日まで

売 上 高 41,925 47,369
売 上 原 価 31,709 35,871
売 上 総 利 益 10,216 11,498
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 10,696 10,782
営業利益又は営業損失（△） △480 715
営 業 外 収 益 677 646
営 業 外 費 用 152 169
経 常 利 益 44 1,192
特 別 利 益 769 3,952
特 別 損 失 64 2,242
税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 749 2,901
法人税、住民税及び事業税 446 443
法 人 税 等 調 整 額 110 24
少数株主利益又は少数株主損失（△） △29 96
四 半 期 純 利 益 221 2,336

（単位：百万円） （単位：百万円）

当第2四半期における総資産は、受取手形及び売掛金
が減少したものの、有形固定資産が増加したことに加
え、保有株式の株価上昇に伴い投資有価証券の時価総額
が増加したことから、30億78百万円増加しました。

当第2四半期における特別利益の内、主なものは投資
有価証券売却益7億50百万円です。また、特別損失の内、
主なものは固定資産処分損25百万円です。

連結貸借対照表のポイント

連結損益計算書のポイント
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6N o r i t a k e  C o . ,  L i m i t e d（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結総資産　　　　（単位：百万円） 連結純資産　　　　（単位：百万円） 連結自己資本比率　　（単位：％）

第2四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

科　目
第133期

〔第2四半期〕
平成25年4月 1 日から
平成25年9月30日まで

第132期
〔第2四半期〕

平成24年4月 1 日から
平成24年9月30日まで

営 業 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー 1,887 280

投 資 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー △3,615 △3,641

財 務 活 動 に よ る
キ ャ ッ シ ュ・ フ ロ ー △607 △605

現 金 及 び 現 金 同 等 物 に
係 る 換 算 差 額 259 46

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
増 減 額 △2,076 △3,919

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
期 首 残 高 8,778 13,812

新 規 連 結 に 伴 う 現 金 及
び 現 金 同 等 物 の 増 加 額 456 109

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の
四 半 期 末 残 高 7,158 10,002

（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ･フローは、売上債権の増
減額が減少したことなどにより、16億6百万円増加しま
した。

投資活動によるキャッシュ・フローは投資有価証券の
売却による収入があったものの、有形固定資産を取得し
たことなどにより、36億15百万円の支出となりました。

これらの結果、現金及び現金同等物の四半期末残高は
28億43百万円減少しました。

　当第2四半期は、中間配当を1株当たり3円とさせてい
ただきました。
　期末配当につきましても、1株当たり3円を想定してお
ります。

連結キャッシュ・フローのポイント

配当について（剰余金処分）

平成23年
3月期

平成24年
3月期

平成25年
3月期

平成26年
3月期

116,126 117,497114,418117,735

平成23年
3月期

平成24年
3月期

平成25年
3月期

平成26年
3月期

65,428

70,756

66,579
68,896

平成23年
3月期

平成24年
3月期

平成25年
3月期

平成26年
3月期

49.5
59.757.751.5

■ 第2四半期　■ 期末 ■ 第2四半期　■ 期末 ■ 第2四半期　■ 期末
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ノリタケグループは、今期からスタートした第9次中期経営計画では、海外市場開拓を推進する方針です。
全世界へノリタケ製品の販売を拡大するため、各地域の代表的な展示会に積極的に出展しています。

世 界 各 地 で ノ リ タ ケ 製 品 を 紹 介
特集

東南アジア（タイ）

東南アジア最大の工作機械見本市
です。この地域には日系の企業が
多く進出し、ノリタケにとっても
大きな市場です。研削砥石、ダイ
ヤモンドホイール、濾過装置など
を出展、積極的に製品PRを行って
います。

SNEC PV POWER EXPO（上海PV展）

東アジア（中国）

中国には多くのソーラーパネルの
メーカーがあり、ノリタケにとっ
て大きな市場となっています。長
期的には伸張する業界です。この
展示会を利用してお客様の獲得を
目指しています。

7 N o r i t a k e  C o . ,  L i m i t e d

Metalex（メタレックス）
工業機材 エンジニアリング 工業機材セラミック・マテリアル

Hotelex Shanghai（ホテレックス上海）

東アジア（中国）

食器事業は、上海でのショールー
ム開設を足掛かりに、中国市場で
の展開を進めています。ホテル、レ
ストラン業界向けのこの展示会に
出展して中国でノリタケブランド
の浸透を図っています。

食器

 Messe Frankfurt  
 Ambiente

（フランクフルトメッセ）

ヨーロッパ（ドイツ）

ドイツで行われる世界最
大級の国際消費財見本市で世界各国から多数のバイヤーが
集まることで知られています。ノリタケは、カジュアル食
器から高級品まで幅広く取り揃え、ノリタケ食器の良さを
提案しています。

食器

International Manufacturing 
Technology Show（IMTS）

北米（U.S.A）

ノリタケは北米の自動車関連
メーカー、ベアリングメーカー
を中心に研削工具の営業を展開
しています。昨年は、この北米最大の機械加工技術の展示会
に、研削・研磨関連工具のほか、超硬丸鋸切断機も紹介。当
地域へこれら製品の浸透を図っています。

工業機材 エンジニアリング
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トピックス

　透明感を活かした艶やかな
質感の静電容量方式タッチス
イッチを開発しました。蛍光
表示管事業で培った高精細薄
膜技術（極細の電極回路を作る
技術）を活かしたノリタケ独自
のスイッチです。
　また、ガラスの背面に、ブラックやメタリックの操作
パネルを形成することで、さまざまな機器にスタイリッ
シュなスイッチを搭載できます。今後、厨房機器や医療
機器、産業機器のほか、デザイン性を重視するインテリ
ア商品など各分野のニーズに合った製品開発を進めてま
いります。

タッチスイッチ
　優しい色彩が花の息吹
を感じさせる、更紗文様
のデザインです。花の色
の ピ ン ク、 オ レ ン ジ、
パ ー プ ル、 茎 や 葉 の グ
リーンなど豊かな色彩が、
テーブルを華やかに演出
します。更紗文様は吉祥文様の一種でおめでたいとされ
ており、お祝い事の贈り物にもふさわしい商品です。

2013秋冬新商品リリース

プリムローズ

　自動車の部品やベアリング
など金属を加工する時に発生
する微細な加工屑を磁力で精
度良く除去するマグネットセ
パレーターの性能向上を図り、新製品「マグドライ」を
平成25年4月より販売開始しました。　
　新製品は、従来機に比べ脱水性能をアップさせてクー
ラント液の回収率を高め、また駆動部分の耐久性も大幅
に向上させました。

マグドライ

　固体酸化物形燃料電池（SOFC）
用に、世界最高レベルの気密性を
持つ封止ガラスを開発しました。
　SOFCは、水素や都市ガスなど
の還元性ガスと空気を反応させて
発電する燃料電池で、既に家庭用として普及し始めてい
ます。
　当社が開発した封止ガラスは、食器づくりで得た釉薬
の技術や、人工歯材料の技術を応用したもので、発電に
必要な還元性ガスと空気の移動を遮断する役割を果たし
ます。また、気密性が高く、電源のオン・オフを繰り返
すような環境下でも燃料電池の劣化を防ぎます。
　この封止ガラスの技術は、エネルギーや自動車関連分
野においてニーズが高まっていくと予想されます。こう
した産業界からの要請に対応して当社の事業として育て
てまいります。

「封止ガラス」を開発
世界最高レベルの燃料電池用

新商品

新商品
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会 社 概 要 株 式 の 状 況

大 株 主（上位10名）

株価及び出来高の推移（東京証券取引所）

創 立 明治37年１月１日（合名会社）
設 立 大正６年７月20日
資 本 金 156億3,230万4,225円
本 社 名古屋市西区則武新町三丁目１番36号
従 業 員 数 2,015名（連結4,102名）

（注） 従業員数のうち、グループ会社への出向者は76名
であります。

連 結 対 象 会 社  Noritake Co., Inc.
株式会社ノリタケコーテッドアブレーシブ
共立マテリアル株式会社
ノリタケ伊勢電子株式会社
Noritake Lanka Porcelain (Private) Limited

（注） 上記を含む連結対象子会社20社、持分法適用会社5社

発 行 可 能 株 式 総 数 397,500,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 158,428,497株

（含む自己株式　8,784,816株）
株 主 数 16,182名

株　　　主　　　名 持株数（千株） 持株比率（％）

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 12,910 8.63
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 10,414 6.96
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 5,694 3.81
Ｔ Ｏ Ｔ Ｏ 株 式 会 社 5,208 3.48
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 4,842 3.24
東京海上日動火災保険株式会社 3,646 2.44
ザ バンク オブ ニューヨーク-ジャスディック 
トリーティー アカウント 3,081 2.06

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 3,002 2.01
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 2,912 1.95
日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 株 式 会 社（ 信 託 口 ） 2,911 1.95

（注）当社は、自己株式を 8,784,816株保有しておりますが、上記大株主から除
外しております。また、持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

役 員 一 覧

平成22年4月 平成23年4月 平成24年4月 平成25年4月
0
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会社概要／株式の状況　［平成25年9月30日現在］

取締役 執行役員

代表取締役会長 種　村　　　均 常務執行役員 加　藤　公　平

代表取締役社長執行役員 小　倉　　　忠 常務執行役員 平　野　喜　一

代表取締役専務執行役員 佐　分　孝　一 執 行 役 員 早　坂　謙　司

取締役専務執行役員 中　山　和　尊 執 行 役 員 青　木　哲　史

取締役専務執行役員 中　川　正　弘 執 行 役 員 伊　藤　健　二

取締役常務執行役員 小　倉　久　也 執 行 役 員 緒　方　誠　也

取締役執行役員 馬　渕　義　隆 執 行 役 員 小　川　浩　二

取締役執行役員 加　藤　　　博 監査役

取締役執行役員 加　藤　幸　三 常勤監査役 三津川　康　之

社 外 取 締 役 山　田　耕　作 常勤監査役 吉　田　　　潔

社外監査役 五　味　康　昌

社外監査役 篠　原　一　豊
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（ご注意）
1． 株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求・買増請求その

他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されてい
る口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱いできません
のでご注意ください。

2． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまし
ては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますの
で、左記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問
い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にて
もお取次ぎいたします。

3． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で
お支払いいたします。

事 業 年 度 ４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 ６月
公 告 方 法 電子公告により行います。ただし、事故 

その他やむを得ない事由によって電子公告
による公告をすることができない場合は、 
日本経済新聞に掲載いたします。
電子公告の掲載ホームページアドレスは 
次のとおりです。
http://www.noritake.co.jp/koukoku/

定時株主総会の基準日 ３月31日
剰余金の配当基準日 期末配当　３月31日

中間配当　９月30日
株 主 名 簿 管 理 人 
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
電話　0120-232-711（フリーダイヤル）

単元未満株式の買取・買増手数料 無料

株 主 メ モ

ノリ タケの森の来園者 5 0 0 万 人 達 成 ！

　ノリタケの森は、平成13年10月のオープン以来入園者数が
500万人に達しました。ノリタケの森は、食器の製造工程をご
覧いただける「クラフトセンター」やオールドノリタケなどを展
示する「ミュージアム」、ノリタケショップ、広大な緑地がある
産業観光施設です。今年6月21日、記念セレモニーが行われ、
500万人目となった来園者の方に、種村現会長より記念品が贈
呈されました。
　これに先立ち、5月18日には、園内の「クラフトセンター」入
館者が100万人に達しています。これまでにご来園いただきま
した皆様には厚く御礼申し上げます。これからもご愛顧いただ
きますよう宜しくお願い申し上げます。
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